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情報メディアの構造
音声、画像、
文字コード

情報

声帯、身体の動き 目，耳

蓄積メディア

情報

表現メディア 音声、画像、
文字コード

通信メディア

情報メディア
感性 感性

言語 言語

情報メディアの構造

情報メディア

• 情報を伝えるメディア
–新聞、ラジオ、テレビ、電話、FAXなど

• 実際の情報を伝えるためには表現メディア
が必要

–複数の表現メディアを利用することも可

表現メディア

情報を表現するためのメディア

–パターン表現メディア
• 信号をディジタル化したデータ
• 画像、音声など

– シンボル表現メディア
• 概念をシンボル化したデータ
• 文字コード（言語）がその代表

通信メディア

表現メディアであらわされた情報を伝送する

ためのメディア

–声を伝える空気
–画像信号を伝える光
–電気信号を伝える電線（有線）
–電気信号を伝える電波（無線）

蓄積メディア

• ハードディスク
• DVD
• コンパクトフラッシュ
• メモリスティック
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メディアの発展

• 出会わなければコミュニケーションができ
ない

• 出会えばさまざまな表現メディアを活用し
てコミュニケーションができる

時間と空間の共有という制約が強い

メディアの発展の原動力

• 情報伝達がメディア人間より正確で速い
（対話処理が可能）

• 場所が離れていてもコミュニケーションが
可能（空間的制約の克服）

• 昔の人からの情報、未来の人への情報
（時間的制約の克服）

• 直接会えない人にも情報伝達が可能
（1対多のコミュニケーション）

表現メディアの展開

表現

メディア

時間の克服 空間の克服 1対多

文字 紙 テレックス 印刷

音声 テープ

レコーダ

電話 ラジオ

画像 写真 写真伝送 印刷

マルチ

メディア性

欠如

映像 ビデオ

レコーダ

テレビ会議 テレビ

実時間性

欠如

対話性欠

如

電気通信によるメディアの発展

時間と空間制約の克服

マルチメディア表現

実時間対話

マルチメディア
コミュニケーション

時間と空間を共有した２つ以上の個体間で
行なわれる

複数の表現メディアを利用した

実時間対話処理で

その結果個体が何等かの形で変化する

対話の重要性

情報

シンボル

パターン パターン パターン パターン パターン

シンボル シンボル
シンボルシンボル

情報 情報 情報 情報
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計算機をメディアにした要素

• LSI技術の進展による計算機の性能向上、
低価格化

• 映像、音声を含む表現メディアのディジタ
ル化、国際標準化

• 通信回線のディジタル化

マルチメディアパソコン

計算機による情報メディア

計算機と人間は時間と空間を共有する

計算機と人間はマルチメディアコミュニケー
ションが可能

音声、画像、
文字コード

情報

声帯、身体の動き 目，耳

蓄積メディア

表現メディア 音声、画像、
文字コード

通信メディア

情報メディア
感性

言語 言語

人間と機械のコミュニケーション

人間と機械のコミュニケーション

• 何を共有するか？
–概念、意味(情報レベル）
–画像、音声、３次元空間(表現レベル)
–波形、色（信号レベル)

• どう対話するか
–入力能力の増強
–知的処理能力の増強
–出力処理の高度化

人間と機械との対話

• 情報学の本質？
• 西洋科学と違う？
• 方法論、手法はあるか？
• 人間と機械は対等にインタラクションでき
る？

• エージェント間ではインタラクションが成り
立つか？

他者 bシステム a

対話における情報変換

内部
情報

Ia 表現メディア

αa

βa

µa

δa観測データ

環境 Ea

πa

ρa

εa行動

内部
情報 Ib

βb

αb

γb

µb

εb行動環境 Ea
’

γa

環境 Eｂ環境 E
ｂ’

βb≠αa
-1

βa≠ αb
-1

γa≠ γb
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コミュニケーションの技術

• メディア処理技術
• 移動体通信技術
• ネットワーク技術
• アプライアンス技術


